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日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
馴
染
み
の
な
い
グ
ル
ジ
ア
国
は
、

西
ア
ジ
ア
北
端
、
南
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
に
あ
り
、
ア
ジ

ア
・
欧
州
・
ロ
シ
ア
・
中
東
の
交
差
路
の
黒
海
の
東
岸

に
位
置
し
て
い
る
。
国
土
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
ト

ル
コ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
と
国
境
を
接
し
て
お
り
、

旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
一
九
九
一
年
に
独
立
し
た
共
和

制
国
家
で
あ
る
。
グ
ル
ジ
ア
国
は
独
立
し
た
旧
ソ
連
諸

国
の
中
で
も
民
主
化
・
市
場
経
済
化
を
積
極
的
に
進
め

て
お
り
、
歴
史
上
、
幾
度
と
な
く
他
民
族
支
配
に
さ
ら

さ
れ
な
が
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
は
じ
め
と
す
る

伝
統
文
化
を
守
り
通
し
て
き
た
。
ま
た
ワ
イ
ン
の
生
産

グ
ル
ジ
ア
国
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

の
盛
ん
な
国
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
八
年
に
は
ロ
シ
ア
国
境
と
接
す
る
南
オ
セ
チ

ア
を
巡
っ
て
ロ
シ
ア
と
の
軍
事
衝
突
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
は
安
定
し
た
政
情
が
続
い
て
い
る
。

　
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
黒
海
と
カ
ス
ピ
海
、
ひ
い
て

は
欧
州
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
重
要
な
国
際
物
流
網
で
あ
る

東
西
回
廊
の
う
ち
、
グ
ル
ジ
ア
国
内
を
横
断
す
る
東
西

ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
ゼ
ス
タ
フ
ォ
ニ
〜
サ
ム
ト
レ
デ
ィ
ア
間

の
道
路
・
橋
梁
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
輸
送
力
増
強

に
よ
り
経
済
の
発
展
を
促
し
、
紛
争
後
の
復
興
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
際
協
力
機
構
に
よ
る
円
借

款
供
与
事
業
で
あ
る
。

　
当
工
事
の
概
要
は
、
円
借
款
供
与
対
象
区
間
の
全
三

工
区
（
総
延
長
五
八
㌔
㍍
）
の
内
、
第
一
工
区
（
延
長

一
七
㌔
㍍
の
新
設
道
路
、
橋
梁
一
〇
カ
所
）
を

二
〇
一
二
年
一
月
よ
り
着
工
し
、
ま
た
第
二
工
区
（
延

長
二
六
㌔
㍍
の
新
設
道
路
、
橋
梁
八
カ
所
）
を
同
年
七

月
よ
り
着
工
し
て
お
り
現
在
鋭
意
施
工
中
で
あ
る
。
第

三
工
区
（
延
長
一
五
㌔
㍍
の
道
路
拡
幅
・
改
良
、
橋
梁

一
〇
カ
所
）
に
つ
い
て
も
国
際
競
争
入
札
を
経
て
本
年

三
月
に
工
事
契
約
を
締
結
し
、
グ
ル
ジ
ア
国
政
府
道
路

局
か
ら
の
着
工
許
可
を
待
っ
て
い
る
段
階
に
あ
る
。

　
当
社
と
し
て
は
グ
ル
ジ
ア
で
の
初
の
工
事
施
工
で
あ

る
た
め
、
当
地
に
経
験
の
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
ゼ
ネ
コ
ン

工
事
概
要

　
各
々
の
ス
タ
ッ
フ
、
作
業
員
の
異
な
る
言
語
や
経

験
・
知
識
、
思
考
方
法
の
下
で
、
品
質
、
工
程
、
安
全

管
理
を
標
準
化
し
、
徹
底
す
る
こ
と
は
ま
だ
道
半
ば
で

は
あ
る
が
、
グ
ル
ジ
ア
で
の
東
西
ハ
イ
ウ
ェ
イ
事
業
に

お
け
る
他
の
世
銀
、
欧
州
開
発
銀
行
、
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
供
与
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
比
較
し
て
も
、
当
円
借
款
事

業
が
高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
完
成
に
向
か
っ
て

ス
タ
ッ
フ
一
同
総
力
を
上
げ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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と
協
業
し
て
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
お
り
、
第

一
工
区
を
隣
国
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
協
力
会
社
と
、

ま
た
第
二
工
区
を
グ
ル
ジ
ア
の
協
力
会
社
と
と
も
に
施

工
を
進
め
て
い
る
。

　
旧
ソ
連
国
の
特
徴
と
し
て
、
独
立
か
ら
二
〇
年
以
上

も
経
っ
て
は
い
る
が
、
今
で
も
旧
ソ
連
体
制
の
影
響
が

残
っ
て
お
り
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
契
約
に
つ
い
て
も
、

監
督
官
庁
や
施
工
業
者
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
一
例
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け

る
公
用
言
語
は
英
語
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
一
〇
カ
国
以
上
の
国
籍
を
持
つ
ス

タ
ッ
フ
、
作
業
員
の
ほ
と
ん
ど
が
旧
ソ
連
圏
の
出
身
で

あ
り
、
書
面
以
外
の
実
質
的
な
公
用
語
は
ロ
シ
ア
語
ま

た
は
グ
ル
ジ
ア
語
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
会
議

や
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
ロ
シ
ア
語
か
ら

英
語
へ
の
通
訳
を
必
要
と
す
る
不
便
さ
が
あ
る
。

　
ま
た
、
技
術
仕
様
書
で
は
英
国
規
格
又
は
米
国
規
格

を
規
定
し
て
い
る
が
、
現
地
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で

設
計
業
務
が
行
わ
れ
た
た
め
、
ロ
シ
ア
規
格
・
基
準
に

よ
る
設
計
を
用
い
て
お
り
、
当
初
は
馴
染
み
の
な
い
ロ

シ
ア
規
格
に
戸
惑
い
、
ま
た
英
国
、
米
国
規
格
と
の
整

合
性
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
予
期
し
な

い
煩
雑
さ
に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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